
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント

・教師が教えるから子
供が学ぶ授業の実施

・全クラス、専科も含め授
業観察を行い２学期以降に
は全教員が子供が学ぶ授業
を実施。 100% A

・全クラス、専科も含め１回以
上授業観察を行い、授業観察
シート等を使用し、授業につい
て指導した。 A A

・今年度の校内研究では、国語科
文学的文章における指導の工夫に
取り組み、進んで学習し、自ら学
ぶ授業ができた。 A

・自ら学ぶ授業への取組は素晴
らしいと思います。
・指導の工夫に取組めたことが
素晴らしいです。
・算数の学力が低いが、基礎を
大切に、長い目で育てたい。

・基礎を大切にするため
に、専科も含めて授業観
察を行い、算数の学力も
伸ばせるように取り組
む。

・高学年において教科
担任制の実施

・高学年以外にも全学年で
年間を通して教科担任制に
よる授業や合同授業を実
施。 100% A

・１年生は体育、２年生は国語
の合同授業を実施し、３年から
６年は、教科担任制による授業
を実施できた。 A A

・年間を通して１・２年は生活科
の合同授業、中学年は、総合によ
る合同授業　５年は、国語・理
科・社会、６年は、書写・理科・
社会・家庭科で教科担任制による
授業を実施できた。

A

・これらの取組が学力調査の結
果に反映されたと思います。
・教科担任制になることで、ク
ラスごとの進みによって宿題や
テストの連携を考えてほしいで
す。

・次年度も低学年は合同
授業、中学年から教科担
任制を実施し、授業力の
向上を目指す。

・江戸川っ子スタディ
ウィークの実施

・学期に１回７日間、ミラ
イシードのドリルパークに
全児童が取り組む。 100% A

・４月２４日から３０日の７日
間で全児童が取り組んだ。

A A

・４月の７日間、１２月１３日か
ら１９日までの７日間、２月３日
から２月９日の７日間全児童が取
り組んだ。

A

・定期的に取り組めていてよい
です。

・次年度も全児童を対象
に、学期に１回、基礎基
本の学習に取り組む。

・業者による放課後補
習教室「EDOスク」の
実施

・年間延べ９０時間以上実
施し、学習状況を把握しな
がら個別最適な学びを行
う。

100% A

・１学期中は予定通り２５時間
を実施できた。全学年の進捗状
況を把握しているリーダと連絡
を取り合い学習状況を把握でき
た。

A A

・１月末までに放課後補習教室を
７５時間実施した。３月１５日ま
でに９０時間以上実施する予定で
ある。 A

・学力向上につながるので、素
晴らしいです。

・次年度も担当者を２名
つけ、業者と連携しなが
ら個別最適な学びで学力
向上に取り組む。

・読書タイム、読書週
間の設定
・朝の読み聞かせ活動
の設定

・学校図書館の環境整
備や興味・関心を高め
る取組の推進

・年間３０時間以上実施。

・年間７回、保護者・教員
校長を含めた読み聞かせ活
動を実施。
・年間３回以上、春夏秋冬
の季節ごと館内案内版を実
施。

100% A

・７月に読書週間を実施した。
スタンプラリーを行い、進んで
読書に取り組んでいた。
・６月、７月と校長・保護者を
含めた読み聞かせ活動を実施し
た。
・５月に運動会、６月に雨の日
をテーマにした掲示やBOOK
コーナを設置し、季節感を出し
た。

A A

・１月末までに読書タイム・読書
週間で３０時間以上読書に取り組
んだ。
・６月、７月、９月、１０月、１
１月、１２月、１月の年間７回、
校長・教員、保護者を含めた読み
聞かせ活動が実施できた。
・月に１回程度年間１２回、季節
ごとの館内案内板を使用し、季節
感が出せた。

A

・子供達がたくさんの本に触れ
る機会が増えることで関心が高
まってとても良いです。

・学校担当者と東部図書
館との連権を密する。
・読書ボランティア活動
の周知の充実も図ってい
く。

体
力
の
向

上

・縄跳びチャレンジウ
イークの設定

・学期に１回、２週間実
施。

100% A

・４月２１日から５月９日まで
縄跳びカードを使用し、全学年
で実施した。 A A

・４月に２週間、１１月１８日か
ら１１月２８日、２月１７日から
２月２７日までの各２週間、朝の
時間や中休みを利用し、体力向上
を図った。

A

・基礎体力に児童の基本が作ら
れていきます。もう少し運動
を。
・体力向上につながっていて素
晴らしいです。

・運動意欲や基礎体力の
向上を図るため、学校全
体で行う体育的行事や休
み時間での取組も充実さ
せていく。

・巡回指導員かえで教
室教員による授業後、
その指導内容を紙面回
覧し、共通理解を図
る。

・週１回以上実施。必要に
応じて、担任等と学習方法
について再考していく。　
　　
　　
　　

100% A

・紙面回覧を毎週実施し、必要
な情報については口頭にて情報
共有をした。 A A

・年間を通して、指導内容を共通
理解したり、児童の様子を聞いて
情報共有を図ったりし、特別支援
教員を通じてかえで教室と密に連
携ができた。

A

・特別支援教育との連携をお願
いします。
・来年度にもつなげてほしいで
す。

・今後も意見交換の場を
設定し、複数の目で児童
の様子を見ていく。

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

「中間」
自己（学校）評価(A～D)

・全児童の取組を継続して欲し
い。

・自分の思いや考えを言葉や文章
として表現できたらすばらしい。
・課題として「記述式の正答率が
低い学年があるとの事で、この課
題に対する取組項目があるとよ
い。

令和7年度　江戸川区立鎌田小学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標
・かしこく　　（か・・・知）
・まあるく　　（ま・・・徳）　　　きらきら輝く　かまたの子
・たくましく　（た・・・体）

目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

【学校像】・児童に確かな力を付けられる学校・地域や保護者に信頼される学校　・[チーム鎌田小]として活気のある
学校・人とのかかわりを大切にした落ち着きと思いやりのある学校　
【児童像】・きまりやマナーを守る子　・意欲的に取り組む子　・自分の考えを表現できる子　・素直で思いやりの心
をもった子
【教師像】・児童の心を掴める教師　・向上心のある教師　・労を惜しまない教師　・組織人としての教師

前年度までの本校の
現状

・鎌田小学校を見守る地域や保護者の強力なバックアップがあり、落ち着いた学校生活を
　送ることができている。
・学力向上に向けて、教員は積極的に校内研究や研修を行い、授業力向上に取り組んだ。

・学力調査の結果から学力は向上してきているが、記述式の正答率が全国平均よりー１０低い学年がある。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

「中間」
学校関係者評価(A～D)

学
力
の
向
上

・目標通り全クラス実施できたこ
とはすばらしい。２学期以降も期
待したい。

・目標通り実施できたことはすば
らしい。２学期以降も目標達成を
期待したい。
・実際の掲示を工夫されており、
目につきやすいものだった。

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

〇特別支援教育「か
えで教室」の推進

・情報の共有を継続していただき
普通級との連携も考えられていく
とよい。

〇運動意欲や基礎体
力の向上

・気候の変動にも留意いただきな
がら、継続して実施できることを
期待したい。

〇授業改善の推進

〇読書科の更なる充
実

〇授業力の向上

〇学習基盤となる基
礎・基本の確実な習
得

・放課後補習に助けられていま
す。
・個別学習を深めていくことを期
待したい。



・各学級で１学期中に
は学習環境を整える。

・学期に１回程度、ユニ
バーサルデザインを意識し
た授業を行う。 100% A

・各学級ユニバーサルデザイン
を意識した掲示物や授業を行
い、学習環境を整えた。

A A

・ユニバーサルデザインを意識し
た授業について全学年で学期に１
回以上実施できた。

A

・ユニバーサルデザインが定着
していってほしいです。

・ユニバーサルデザイン
を意識した掲示物等の見
本のクラスを全体で紹介
して共有し、充実を図っ
ていく。

・不登校児童や配慮が
必要な児童への支援の
充実

・月に１回以上、特別支援
委員会を実施。
・スクールカウンセラーに
よる５年生全員面談を実施 100% A

・特別支援委員会を４月に2
回、5月に1回、6月に1回、7
月に1回実施した。
・5年生は全員面談を実施し、
実態を把握できた。

A A

・特別支援委員会を月に１回以上
実施した。９月からエンカレッジ
サポーターを申請し、不登校児童
への登校支援や別室での個別対応
を行い、個に応じた指導が実施で
きた。

A

・色々ないじめのケースがあ
り、個々に応じた指導を今後も
お願い致します。
・一人一人丁寧に向き合って対
応していると感じています。

・予防と早期発見対応が
できるようアンケートや
面談等で情報を得るよう
にしていく。またエンカ
レッジサポーターの積極
的活用を図っていく。

・スクールカウンセ
ラー、スクールソー
シャルワーカーとの連
携強化

スクールカウンセラーやス
クールソーシャルワー
カー、巡回心理士、巡回教
員、特別支援教育専門員等
との情報共有やミニ研修の
場を月1回以上実施。

100% A

・教育相談等について、保護者
や関係機関から情報があった際
には、その日のうちに各関係
者、関係機関と情報共有を行
い、連携強化をした。

A A

・スクールカウンセラー勤務日に
は、面談等で出た情報を共有し、
すぐに担任に伝えることができ
た。スクールソーシャルワーカー
は、不登校児の登校支援や面談を
通じて、その都度児童の様子を共
有することができたが、今後はさ
らに担任との指導方法の共通理解
が必要であると感じている。

A

・不登校の原因が解消され、学
校に足が向いてほしいです。

・今後も定期的に情報共
有を行う時間を設定し、
連携を強化していく。よ
りよい支援になるように
引き続き進めていく。

・学校ホームページの
積極的な配信

・学校ホームページの学校
日誌を２日に１回は更新す
る。

100% A

・学校日誌はほぼ毎日更新し、
各学年の様子を配信した。移動
教室時にもその日のうちに更新
し児童の様子が分かるようにし
た。夏休みについても、水泳教
室や着衣泳について更新し、積
極的に配信した。

A A

・児童の学習の様子、その季節や
行事に合わせて考えられた給食メ
ニュー等をホームページで配信す
ることができた。

A

・保護者が安心できる情報発信
をお願いします。
・子供達が楽しめるメニュー、
そして味わって楽しめる最高の
給食でした。

・引き続き、学校の様子
が分かるように更新をし
ていく。

・教育活動の積極的な
公開

・年間3回の学校公開を実
施。近隣保育園・幼稚園に
も通知文を送る。

100% A

・6月に学校公開を行い、近隣
保育園・幼稚園にも通知文を
送った。来年度入学の1年生保
護者にも説明会と質疑応答時間
を設定し、その後学校公開を
行った。

A A

・６月、９月、２月の年間３回学
校公開を行った。事前に近隣保育
園・幼稚園に通知文を送り、積極
的な公開を行った。 A

・外部講師の授業があり、とて
も刺激があって良かった。

・学校公開では、掲示物
も充実させ、教室内や廊
下の掲示物等学習の様子
が分かるようにしてい
く。

・保護者評価の実施
・年間３回の学校評議
員会の実施

・保護者評価は年１回、関
係者評価は年２回実施。

100% A

・5月に学校評議員会を行い、
その場で出た意見をまとめ、全
教職員にも情報共有をした。
・運動会後保護者アンケートを
取り、その結果等を踏まえ、７
月の学校便り特別号として学校
の意見を発信した。

A A

・5月と２月に学校評議員会を行
い、ご意見をもとに教育活動に取
り入れて行った。
・１２月にも学校教育に関するア
ンケートを実施し、集計結果を保
護者に配信できた。

A

・学力が向上していることに嬉
しく感じました。

・保護者や学校関係者の
声を大切にし、全教職員
で連携するとともに、学
校教育の充実につなげて
いく。

・SSSによる作業依頼
の充実
・夕会や職員会議等の
内容の精選
・校務支援システムの
積極的な活用

・週に１回程度学校経営支
援会議を実施。月の時間外
勤務時間平均６０時間以内
を目指す。

97% A

・毎週火曜日に学校経営支援会
議を実施した。その場で課題等
について話し合い、紙面で全教
員に情報共有をした。
・時間外勤務時間６０時間以内
は、4月に1名のみ６１時間で
それ以外の月は全員６０時間以
内だった。勤務時間平均は全員
６０時間以内だった。

A A

・９月から土日出勤表を作成し、
時間外勤務の仕事内容を把握し、
抱えている仕事について助言して
きた。SSSの積極的活用も会議を
通して周知してきた。
・９月から夕会等会議欠席者ファ
イルを再作成し、確実に情報を共
有できるようにした。

A

・教員の負担が軽減できるよう
に協力していきたい。

・今後も校務支援システ
ムや教員用タブレット端
末等を活用し、効率的に
業務を進められてるよう
にしていく。

・金管鼓笛隊、和太鼓
クラブの活動
・特別活動、地域行事
への参加

・年間１回以上地域行事等
で発表。　
　　
　　
　　
　　

100% A

・9月にPTA主催の鎌小まつり
で金管鼓笛隊と和太鼓クラブが
発表した。
・１０月に行う江戸川区民まつ
りにも金管鼓笛隊が出演予定。

A A

・PTA主催のまつりに１回、区
民まつりに１回、金管鼓笛隊と和
太鼓クラブの発表を行った。学習
成果発表会でも発表の場を作り、
全校児童と保護者に発表できた。

A

・地域に開かれた学校運営がさ
れています。
・学習成果発表会で発表の場を
作って頂けて良かった。素晴ら
しかった。

・金管鼓笛隊や和太鼓ク
ラブが充実できるように
外部講師を活用し、引き
続き地域行事で発表でき
るように進めていく。

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

〇ユニバーサルデザ
インの視点を取り入
れた指導の実施・充
実

・学習後の理解が進むことを期待
したい。

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充
実

・いじめになる前に先生に話せる
環境があり、丁寧な対応があると
感じている。
・実態を把握した後の情報共有も
お願いしたい。

・今の取組を継続していただき、
ミニ研修などのインプットの場も
増えていく取り組みが強化される
と感じる。

〇個に応じた指導の
実施

〇教育相談の強化

特
色
あ
る

教
育
の
展
開

〇「学校における働き
方改革プラン」に基づ
く取り組みの実施

・時間外勤務時間は世間でも注目
されている課題であり、今後の教
育界としても重要な取り組みがあ
ると感じているので目標の達成は
すばらしい。

〇地域、保護者、学校
とともに歩む学校づく
り

・鎌小まつりは、コロナ禍前とほ
ぼ同じ規模で開催でき、児童達へ
の良い思い出となった。
・地域に開かれた学校運営がされ
ている。

地
域
社
会
に

開
か
れ
た

学
校
（

園
）

の
実
現

〇学校ホームページ
の充実

・毎日更新が楽しみであった。
・課外活動など、郊外での配信も
よく、欲しいと思われてる情報を
提供できていた。

〇学校公開の実施・
充実

・積極的に学校活動の公開が行わ
れている。公開後のアンケートを
実施して意見も取り入れも行われ
ていた。

〇学校関係者評価の
充実

・学校便りでは、出た意見をきち
んと発表できていた。
・保護者からの意見は上手に取り
入れて欲しい。


